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論文内容の要旨

現在，鉄鋼業に台いて盛んに行なわれている圧延プロセスは，近年著しい技術的進展を遂げている

が，その中で，条鋼圧延部門は従来経験的な操業を中心に行なわれており，比較的生産性の低いプロ

セスとされてきた。

この条鋼圧延の近代化を図るため，条鋼圧延特性を研究として取り tげ，孔形を用いる圧延の塑性

流動特性 Lメタルフロー) ，圧延特性，負荷特性などをモデル実験等によって明らかにすることによ
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a) モデル実験手法の確立とその現場作業への応用

:2) 孔形圧延特性の解明による圧延の合理化

:3) これらをベースにした高生産方式としての連続圧延プロセスの開発

等を行なうことを目的とした。

そこで先ず\条鋼圧延研究の有力な実験手法としてのプラスチシン及び鉛を用いたモデル実験法を

確立させた。

この手段を用い次に，条鋼圧延の基本的な孔形設計上の考え方としての，圧延材の曲り，捻れ現象

について理論的，実験的考察を行ない，これらの発生条件と真直に圧延するための対応策を明らかに

した。

一方，このような孔形の圧延における負荷特性は従来全くといってよいほど未知の問題として残さ

れてきた。そこで孔形圧延の負荷特性式を導くため，基本事項である板圧延荷重係数式，投影接触面

積等について統一的な算出法を提ノJ~ し，これによって実測値の整理考察を行なった。
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これによって，孔形圧延の負荷特性は孔形と材料の接触条件に強く影響されることを明らかにし，

実用的な荷重及びトルクのモデル式を導いた。

また，最近条鋼部門においても生産性の高い圧延方式が必要とされるようになっている。そこで，

条鋼圧延の高品質，高生産性製造方式としての連続圧延プロセスの開発を図るため，同様の手法で H

形鋼ユニバーサル圧延特性，連続圧延特性を解明し，これらを総合して連続圧延が可能となる条件を

示した O またこれによって，実際の設備を実現した。

以上によって，条鋼として代表的な形材，線材， H形鋼における圧延の諸特性が明らかになり，旧

来の経験的な圧延法から近代的な圧延法に変革することができた。

論文の審査結果の要旨

本論文は条鋼の連続圧延を可能にするために行われた基本的研究の結果とその成果を用いて H形鋼

のユニバーサル連続圧延における基本的圧延特性を求めた一連の研究結果をまとめたものである。鋼

板の圧延の歴史は19世紀後半に遡り，その方面の研究，技術の進歩は著しいが，条鋼，特に H形鋼，

鋼矢板の如き複雑な形状の条鋼の圧延の解析は殆どなされず，主として経験と勘とに頼っていた。著

者はこの面倒な条鋼の圧延の研究に取組み，鉛，プラスチシン(油粘土)によるモデル実験が鋼の特

定の温度における圧延とシミュレートできることを明らかにし，次に孔形圧延における材料の曲がり，

ねじれの発生原因を理論的，実験的に指摘し孔形設計の指針を与えた。次に未開拓の分野であった孔

形圧延における荷重特性， トルク特性を従来の板圧延理論を発展させて条鋼圧延にも適用できる新し

い実用式を導いた。最後に以上の結果を H形鋼のユニバーサル連続圧延に応用し，その圧延特性，連

続圧延特性を解明した。

本論文は条鋼の圧延に関して従来不明で、あった多くの点を理論的，実験的に解明し，これによって

条鋼の大形連続圧延工場の建設を可能ならしめ，塑性加工の学問分野並びに工業界に寄与するところ

が多く，博士論文の価値があるものと認められる。
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